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冬季の乾燥害について 

 

新年明けましておめでとうございます。 

昨年を振り返ると、初春から比較的気温が高く推移したにもかかわらず、ベント

グリーンの立ち上がり不良が多くみられました。この原因の殆どは、冬期から潜在

的に発生していた乾燥害が起因していると考えられます。 
その裏付けとして、昨年（令和 7 年）の冬期間における降水量は、東・西日本太

平洋側で 1 位、西日本の日本海側では 1 位タイの少雨となっているようです。 
（気象庁：1946～47 年冬の統計開始以降のデータより） 

降雪量は、西日本日本海側では多かったものの、他の地域では平年並みか少なか

った状況でした。 
 

◎春に顕在化する乾燥害（隠れドライスポット） 
冬期のベントグラスは生長量が少なく、乾燥害があっても芝の顔色に表れにくい

状態です。また、冬期の間グリーンに着色するところも多いことから、乾燥害が発

生していても、気付かないことが殆どです。 

春になってベントグラスが動き出した時に、同一グリーン内での生育量のバラツ

キが顕在化し、ようやく乾燥害が露見します。 

グリーンキーパーが思い描いた年間計画を遂行する上でも、春先のスタートダッ

シュは非常に重要です。そして、スタートダッシュには水分が必要不可欠です。 

 

◎対策は冬のうちに 
1）冬期施肥 ： 適切な施肥を行うことで、ベントグラスの健康を維持し、春に向 

けた生育を促します。 
◆ナイスタッチパウダーを 5g/㎡・月（希釈倍率 100 倍以上） 

２）水分管理 ： 夏だけではなく、浸透材の施用が有効です。 

◆「AquaTurf うるみたす」を 1cc/㎡（希釈倍率 100 倍） 

 
これらの対策を講じることで、春先の立ち上がりを改善し、年間を通じた芝管理の

質を向上させることができます。 
 

 
 
 

 
公式 YouTubeﾁｬﾝﾈﾙ（肥料の寺子屋）「セーフティーロング」の動画要チェック！ ☞☞☞  
 ※この「多木肥料テクニカルニュース」は多木公式 LINE にも投稿いたします 
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